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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

５
類
に
移
行
と
な
り
、
マ
ス
ク
を
外

し
て
い
る
人
も
多
く
見
か
け
る
よ
う

に
な
っ
た
。
し
か
し
３
年
超
に
及
ぶ

感
染
対
策
に
慣
れ
た
意
識
は
簡
単
に

は
抜
け
ず
、
マ
ス
ク
を
し
て
い
な
い

と
不
安
が
よ
ぎ
る
時
も
あ
る
。

　

福
祉
現
場
で
は
安
心
の
た
め
マ
ス

ク
着
用
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努

め
て
い
る
反
面
、
表
情
が
見
え
な
い

こ
と
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
と
り
づ
ら
い
と
の
声
も
聞
く
。

　

確
か
に
笑
顔
な
の
か
、
困
っ
て
悩

ん
で
い
る
の
か
、
マ
ス
ク
を
し
て
い

る
と
分
か
り
に
く
い
。
た
だ
、
分
か

り
に
く
い
の
は
マ
ス
ク
の
下
の
表
情

だ
け
で
は
な
い
。
声
に
で
き
な
い
心

の
奥
の
気
持
ち
を
掴
む
こ
と
が
福
祉

従
事
者
に
求
め
ら
れ
る
と
思
う
が
、

本
当
に
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

要
介
護
者
を
抱
え
悩
ん
で
い
る
か

も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
誰
に
も

頼
れ
ず
一
人
で
生
き
て
い
く
辛
さ
を

日
々
感
じ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
今
日
食
べ
る
も
の
が
な
く
途

方
に
暮
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

自
分
の
知
っ
て
い
る
世
界
や
常
識
の

範
囲
に
と
ど
ま
ら
ず
、
相
手
の
気
持

ち
や
し
ん
ど
さ
に
思
い
を
馳
せ
る
想

像
力
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
。

京都の
福祉福祉

支える人を支える

▼ 

６
ペ
ー
ジ

『京都の福祉』は福祉関係者に福祉の課題や情報を提供する
「京都府社会福祉協議会」（府社協）が発行する広報誌です コ

ロ
ナ
明
け
の
時
代
を
ど
う
創
る
か

も
え
く
さ

●
今
月
の「
ふ
く
し
び
と
」は
島
田
翼
さ
ん 
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ー
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体
に
譲
渡
（
令
和
４
年
６
月
30
日
）

•

広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

•

主
任
以
上
を
対
象
に
O
J
T
研
修
を
実
施

•

顧
問
税
理
士
の
設
置

京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会

事
業
報
告·

決
算

令和4年度

一般会計　実質収支のまとめ　　　　　　　　　　　     　　     （単位：円）

令和４年度一般会計決算の概要

令和４年度決算（A）令和３年度決算（B） 差異（A-B）
事業収入 645,360,887 529,573,434 115,787,453
事業支出 647,346,911 532,926,424 114,420,487
事業収支差額 △ 1,986,024 △ 3,352,990 1,366,966
施設整備収入 0 0 0
施設整備支出 0 0 0
施設整備等差額 0 0 0
その他の収入 7,423,405 6,397,194 1,026,211
その他の支出 5,089,877 6,624 5,083,253
その他の収支差額 2,333,528 6,390,570 △ 4,057,042
当期収支差額 347,504 3,037,580 △ 2,690,076

（注）実質的収支とは、本会の事業運営に関わる収支を示すもので、退職金支給にかか
る収支、貸付事業の貸付金・償還金、ボランティア基金サービス区分及び会計区分間
の収支を除外しています。

生活福祉資金会計の概要

令和 4年度決算（A） 令和 3年度決算（B） 増減（A-B）
貸付 2,212,221,570 22,355,298,000 △ 20,143,076,430
償還 997,996,995 740,178,591 257,818,404

生活福祉資金には、教育資金の貸付（教育支援資金）、一時的に必要な経費の貸付（福
祉資金）、失業等によってお困りの方への貸付（総合支援資金）などがあります。
令和 4 年度も新型コロナウイルス感染症の影響により休業、失業された方への貸付（特
例貸付）を継続しました。（9 月末終了）
令和 4 年度の貸付金、償還金の状況は下記のとおりです。 （単位：円）

（
１
）特
例
貸
付
の
実
施

令
和
２
年
３
月
に
始
ま
っ
た
特
例
貸
付
は
、
令

和
４
年
９
月
末
で
貸
付
終
了

　

令
和
４
年
度
申
請
：
4
，3
5
2
件

　
（
累
計
：
1
1
5
，1
1
6
件
）

福
祉
資
金
管
理
室
を
設
け
、
償
還
に
係
る
手
続

き
開
始

　

償
還
免
除
：
3
3
，0
6
2
件

（
２
）生
活
福
祉
資
金
貸
付
の
実
施
状
況

低
所
得
者
・
高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
人
の
生
活

を
経
済
的
に
支
え
る
た
め
の
も
の

　

貸
付
：
1
，5
5
3
件

　

自
己
破
産
等
受
任
通
知
受
理
：
1
，3
4
9
件

（
３
）物
価
高
騰
対
策
緊
急
生
活
支
援
事
業

市
町
村
社
協
等
を
通
じ
て
、
食
料
・
生
活
必
需

品
（
５
千
円
相
当
）
を
２
万
個
配
布
す
る
と
と

も
に
、
生
活
困
窮
の
状
況
把
握

絆
ネ
ッ
ト
の
推
進
と
と
も
に
、京
都
府
よ
り「
重

層
的
体
制
整
備
構
築
市
町
村
後
方
支
援
事
業
」

を
受
託
し
、市
町
村
に
お
け
る
包
括
的
な
相
談・

支
援
体
制
づ
く
り
を
支
援

（
１
）き
ょ
う
と
フ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
子

ど
も
の
居
場
所
へ
の
食
材
提
供　

企
業
や
個
人
か
ら
の
食
材
提
供
を
受
け
、
子
ど

も
食
堂
等
に
配
布

　
食
材
の
受
入
：
1
9
1
件

　
食
材
の
配
布
：
1
，4
1
7
か
所

（
２
）こ
ど
も
の
城
づ
く
り
事
業
フ
ォ
ー
ラ
ム

子
ど
も
た
ち
が
夢
や
希
望
を
描
け
る
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
南
丹
圏
域
で
開
催
（
令
和
５

年
１
月
７
日
）

（
３
）就
学
等
を
支
え
る
取
り
組
み

①
教
育
支
援
資
金

学
生
が
、
経
済
的
理
由
で
進
学
を
断
念
す
る

こ
と
な
く
希
望
す
る
進
路
を
選
択
す
る
た
め

の
資
金

　

貸
付
：
1
，2
3
3
件

②
施
設
等
入
所
児
童
自
立
支
援
資
金
貸
付

社
会
的
養
護
施
設
を
退
所
し
、
進
学
・
就
職
す

る
若
者
が
安
定
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
資
金

　

生
活
支
援
費
：10
件

　

家
賃
支
援
費
：
13
件

　

資
格
取
得
支
援
費
：
8
件

③
わ
っ
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

社
会
福
祉
法
人
32
法
人
と
連
携
し
、
子
ど
も
の

学
習
支
援
や
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
だ

（
１
）地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
の
推
進

　
　

新
規
利
用
者
：
1
6
8
人

（
２
）京
都
府
社
協
が
担
う
法
人
後
見
の
あ
り

方
の
検
討

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
と
、
成
年
後
見
制
度

の
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
す
総
合
的
な
権

利
擁
護
支
援
体
制
の
推
進
と
、
法
人
後
見
を
京

都
府
社
協
が
担
う
あ
り
方
を
検
討

（
１
）災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

京
都
府
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
事

務
局
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
災
害
発
生
を
想

定
し
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設

置
・
運
営
訓
練
を
支
援

（
２
）京
都
府
災
害
時
要
配
慮
者
避
難
支
援
セ

ン
タ
ー

福
祉
避
難
サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
、
京

都
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
養
成
研
修
な
ど
を

実
施

（
１
）福
祉
・
介
護
人
材
確
保
対
策
の
総
合
的
実
施

就
職
フ
ェ
ア
・
面
接
会
等
の
一
体
的
運
営
に
よ

る
人
材
確
保
の
推
進

介
護
助
手
等
を
通
じ
た
介
護
現
場
で
の
多
様

な
就
労
の
促
進
の
取
り
組
み

（
２
）保
育
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
セ
ン
タ
ー

の
取
り
組
み
の
充
実

　

内
定
者
：
82
人

　

新
規
求
職
登
録
者
：
3
9
6
人

（
３
）外
国
人
介
護
人
材
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取

り
組
み
の
充
実

①
技
能
実
習
、
特
定
技
能
（
介
護
）
等
外
国
人

の
事
業
所
定
着
に
向
け
た
支
援

②
介
護
人
材
の
す
そ
野
を
広
げ
る
支
援

③
介
護
業
界
へ
の
受
け
入
れ
支
援

④
外
国
人
介
護
職
員
に
関
す
る
情
報
収
集
及　

び
情
報
発
信

（
４
）研
修
の
実
施
（
全
78
コ
ー
ス
、
受
講

者
5
，2
3
9
人
）

①
階
層
別
研
修
の
実
施

②
専
門
性
や
組
織
力
を
高
め
る
た
め
の
研
修

の
実
施

③
資
格
取
得
に
か
か
る
研
修
の
実
施

（
１
）調
査
研
究

①
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
民
間
社
会
福
祉
活
動

等
の
調
査

府
社
協
会
員
法
人
・
団
体
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
社
会
福
祉
活
動
等
の
実
態
調
査

②
物
価
高
騰
に
関
す
る
調
査

経
営
協
と
協
働
し
、
会
員
法
人
向
け
「
物
価
高

騰
に
関
す
る
調
査
」
を
実
施

（
２
）提
言
・
要
望

①
京
都
府
知
事
と
福
祉
関
係
者
と
の
懇
談
会

知
事
と
福
祉
関
係
者
の
懇
談
を
初
め
て
開
催

（
令
和
４
年
10
月
19
日
）

②
京
都
府
社
協
と
経
営
協
に
よ
る
緊
急
要
望

•

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
に
お
け
る
「
電
力
・
ガ
ス
・
食

料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
地
方
交
付
金
」
に

係
る
緊
急
要
望
（
令
和
４
年
10
月
４
日
）

•

第
２
次
補
正
予
算
の
成
立
を
踏
ま
え
た
「
電

力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
地

方
交
付
金
」に
係
る
要
望（
令
和
５
年
１
月
13

日
）

③
京
都
府
議
会
府
民
の
安
心
・
安
全
の
く
ら
し

特
別
委
員
会
の
参
考
人
招
致

（
３
）京
都
社
会
福
祉
会
館
事
業
の
終
了

京
都
社
会
福
祉
会
館
運
営
委
員
会
の
後
継
団

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

の
取
り
組
み
へ
の
伴
走
的
支
援
・

連
携
体
制
の
確
立

02

事
業
報
告   

重
点
的
な
課
題
・
事
業

生
活
困
窮
者
に
寄
り
添
っ
た
相

談
・
貸
付
事
業
の
推
進
、
及
び

コ
ロ
ナ
関
連
生
活
福
祉
資
金
等
貸

付
に
係
る
償
還
相
談
・
管
理
体

制
の
確
立

01 ◆ 

令
和
４
年
度
を
振
り
返
っ
て

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
、
成

年
後
見
制
度
な
ど
権
利
擁
護
の

推
進

04

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
や
修

学
等
へ
の
支
援
の
充
実

03

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
充
実
・
強
化

05
福
祉
人
材
の
確
保
・
育
成
・
定

着
の
推
進

06

市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
、
社

会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
、
民

生
児
童
委
員
、
福
祉
関
係
団
体

と
の
連
携
強
化

07

事
業
・
事
務
の
D
X
化
及
び
広
報
、

情
報
発
信
の
充
実
・
強
化

08
「
知
る
・
考
え
る
・
動
く
」職
員
研

修
の
充
実

09
事
務
事
業
の
監
査
・
継
続
体
制

の
確
立

10

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
円
安
等
に
よ
る
物
価
高
騰
は
、
地
域
経
済

や
府
民
の
暮
ら
し
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
生
活
不
安
、
生
活
困
窮
、
孤
立
・

孤
独
等
の
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
の
経
営

を
直
撃
し
、
社
会
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

京
都
府
社
協
は
、
第
５
次
中
期
計
画
の
基
本
理
念
「
つ
な
が
り
を
い
か
し
て
、
だ
れ
も

が
尊
厳
を
も
っ
て
い
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
」
を
目
指
し
、
事
業
計
画
に
掲
げ
た
重
点

的
な
事
業
課
題
と
し
て
、
次
の
10
項
目
を
中
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

23



第５次中期計画

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

失
業
・
休
業
し
た
方
に
生
活
資
金
を
貸
付
す

る
生
活
福
祉
資
金
の
特
例
貸
付
。
2
0
2
0

年
3
月
か
ら
2
0
2
2
年
9
月
の
受

付
終
了
ま
で
に
全
国
で
約
3
8
2
万
件
、

1
兆
4
4
0
0
億
円
を
超
え
る
貸
付
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
京
都
府
に
お
い
て
も
、
府
内
の

 
困
っ
て
い
る
人
を
支
え
る
た
め
に
、
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

「
特
例
貸
付
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
相
談
・
支
援
事
業
」

市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
市
町
村

社
協
）
の
皆
様
の
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
約
11
万
5
千
件
、
4
7
5
億
円
も
の

貸
付
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
時
の
約
45
倍
で
あ
り
、
2
0
2
1

年
度
の
京
都
府
に
お
け
る
他
の
生
活
福
祉
資

金
貸
付
（
本
則
貸
付
）
の
約
80
年
分
に
も
及

生
活
の
課
題
と

府
社
協
に
寄
せ
ら
れ
る
声

「
温
っ
た
か
京
都
・
寄
り
添
い
ワ
ー
カ
ー
」の
配
置

　
　
―
償
還
支
援
・
生
活
支
援
の
推
進
―

　

返
済
が
始
ま
っ
た
貸
付
に
つ
い
て
も
、
償

還
免
除
の
要
件
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
も
の

の
、
厳
し
い
生
活
の
中
、
償
還
が
滞
っ
て
い

る
方
も
多
く
、
償
還
の
猶
予
を
受
け
る
方
も

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
失
業
後
、
仕
事
が
見

つ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
病
気
療
養
中
で
就
労

が
難
し
い
等
の
事
情
で
、
経
済
的
な
苦
境
が

続
い
て
い
る
借
受
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
５
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
５
類
感
染
症
に
移
行
し
、
コ
ロ
ナ
前

の
暮
ら
し
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
特
例

貸
付
を
受
け
た
方
に
は
、
そ
の
償
還
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
生
活
困
窮
の
状
況
に
変
わ
り

が
な
い
方
が
多
く
い
ま
す
。
ま
た
孤
立
・
孤

独
で
自
ら
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
方

も
お
ら
れ
ま
す
。

　

府
内
の
市
町
村
社
協
へ
の
調
査
で
も
、
取

り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
地
域
社
会
と
の
接

点
や
交
流
機
会
の
確
保
が
最
も
多
く
、
地
域

で
活
動
す
る
方
へ
の
支
援
や
住
民
の
孤
立
、

生
活
不
安
へ
の
対
応
と
い
っ
た
課
題
を
挙
げ

る
回
答
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
貸
付
の
際
に
迅
速
な
貸
付
を
最
優

先
し
た
た
め
、
十
分
な
相
談
が
実
施
で
き
ず
、

借
受
人
の
生
活
状
況
が
必
ず
し
も
十
分
に
把

握
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
課
題
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
京
都
府
社
協
で
は
生
活
福
祉

資
金
特
例
貸
付
の
債
権
管
理
事
務
費
に
よ
り
、

府
内
の
市
町
村
社
協
や
自
立
相
談
支
援
機
関

な
ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
行
い
、
今
年

度
か
ら
「
生
活
福
祉
資
金
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
相
談
・
支
援
事
業
」
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
特
例
貸
付
の
債
権
管
理
を
適
正

に
行
う
と
と
も
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
に

「
温
っ
た
か
京
都
・
寄
り
添
い
ワ
ー
カ
ー
」

を
配
置
し
て
、
生
活
困
窮
者
支
援
機
能
や

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
機
能
の
強
化
を
行
い
、

プ
ッ
シ
ュ
型
の
償
還
相
談
・
支
援
、
生
活
支

援
の
強
化
、
地
域
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

充
実
を
図
る
こ
と
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
地
域
で
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
・
支

え
合
い
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
こ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

【
京
都
府
社
協
の
役
割
】

①
特
例
貸
付
の
債
権
管
理

・
償
還
に
関
す
る
通
知
（
残
高
・
督
促
）

・
償
還
免
除
、
償
還
猶
予
等
の
広
報

・
償
還
免
除
、
償
還
猶
予
の
決
定

・
償
還
相
談
の
実
施

・
借
受
人
世
帯
の
異
動
手
続
き

②
市
町
村
社
協
の
償
還
・
生
活
相
談
に
対
す

　
る
支
援
＝
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
・
コ
ン
サ
ル

　
テ
ィ
ン
グ

・
市
町
村
社
協
の
償
還
・
生
活
支
援
に

　

関
す
る
情
報
提
供
、
働
き
か
け

・
市
町
村
社
協
か
ら
の
相
談
対
応

・
市
町
村
社
協
の
取
り
組
み
情
報
の
共
有

・
会
議
・
研
修
会
の
開
催
等

③
行
政
、
自
立
相
談
支
援
機
関
等
の
連
携
・

　

協
力
、
情
報
交
換

【
市
町
村
社
協
の
役
割
】

￨
￨
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
支
援
￨
￨

①
プ
ッ
シ
ュ
型
の
特
例
貸
付
の
償
還
支
援

・
窓
口
相
談
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ（
訪
問
・
メ
ー
ル
・

　

電
話
）に
よ
る
プ
ッ
シ
ュ
型
相
談
・
支
援

・
償
還
猶
予
中
の
借
受
人
世
帯
の
相
談
支
援

・
自
立
相
談
支
援
機
関
へ
の
つ
な
ぎ

②
借
受
人
世
帯
（
償
還
免
除
世
帯
を
含
む
）

　

等
へ
の
生
活
支
援

・
窓
口
相
談
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ
る
生
活　
　
　
　
　

　

相
談
・
支
援

・
自
立
相
談
支
援
機
関
、
福
祉
事
務
所
（
保　
　

　

健
所
）・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
関
係
機
関
へ

　

の
つ
な
ぎ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

・
生
活
支
援
物
資
の
配
布
を
通
じ
た
生
活
相

　

談
・
支
援

・
生
活
相
談
会
の
開
催

・
H
P
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
情
報
発
信

・
地
区
社
協
・
民
生
児
童
委
員
等
と
の
連
携　

　

に
よ
る
生
活
支
援
事
業
の
実
施

・
当
事
者
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
支
援

・
地
域
で
の
生
活
支
援
・
支
え
合
い
活
動
の

　

支
援

　

府
内
の
市
町
村
社
協
を
は
じ
め
関
係
機
関

の
皆
様
と
の
連
携
協
力
を
一
層
推
進
し
て
、

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

貸付約11.5 万件中、約 6.8 万件が 2023 年
1月から償還開始。その約半数が償還免除、
約１/4が滞納または未応答。

償還中
25%

償還免除
50%滞納または

未応答
25%

電話・メール
・訪問による
相談

生活相談会の
開催

生活支援
物資の
配布

情報提供
（SNSの活用）

関係機関への
つなぎ

コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
困
窮
が
顕
在
化

コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
の
貸
付
及
び
償
還
状
況

ぶ
膨
大
な
も
の
で
し
た
。

　

借
受
人
の
中
に
は
非
正
規
雇
用
や
自
営
業

の
方
、
外
国
籍
の
方
、
ひ
と
り
親
家
庭
、
年

齢
も
10
代
の
若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
様
々
な

方
が
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
失
業
や
減
収

な
ど
で
一
気
に
生
活
困
窮
や
、
孤
立
・
孤
独

の
問
題
が
顕
在
化
し
ま
し
た
。

　

京
都
府
社
協
と
市
町
村
社
協
が
一
丸
と

な
っ
て
申
請
対
応
や
生
活
困
窮
相
談
等
、
一

人
ひ
と
り
の
相
談
者
に
真
摯
に
向
き
合
い
、

貸
付
、
支
援
を
迅
速
に
対
応
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
府
内
の
生
活
保
護
受
給
率
は
ほ

ぼ
横
ば
い
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
は
命
と
暮
ら
し
を

支
え
る
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
一
翼
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
貸
付
は
、
生
活
保
護
世
帯
や
、

住
民
税
非
課
税
の
方
は
償
還
（
返
済
）
が
免

除
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
5
月
末

ま
で
に
約
半
数
の
方
が
償
還
免
除
と
な
っ
て

い
ま
す
。

本則貸付
（2021年度）

コロナ貸付
（2020〜2022 年度）

1,432件

115,116件

約80
年分

2020
年度

2021
年度

2022年度

ひとり親世帯

高齢者世帯

ひとり暮らしの方

障害者世帯

子ども・若者（20〜30代）

外国籍・外国にルーツを持つ方

ひきこもり状況にある方

その他

10　　　　30　　　　50　　　　70　　　　90

90

89

69

65

41

25

16

23

非正規労働者、自営業者、共働き
の子育て世代、要介護・要支援の
高齢者、認知症の方がいる世帯

生活課題が
顕在した
住民層

京都府社協「コロナ禍における民間社会福祉活動等調査」
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―
―
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
？

津
田　

私
が
園
長
を
務
め
る
保
育
園
に
は
０

歳
の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
３
歳
の
子
ま
で
在
園
し

て
い
て
、
遊
ん
で
い
る
お
も
ち
ゃ
を
口
に
入

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
遊

び
終
わ
る
度
に
消
毒
し
ま
し
た
し
、
共
用
ス

ペ
ー
ス
も
１
日
３
回
の
消
毒
な
ど
、
普
段
の

業
務
に
加
え
、
消
毒
作
業
が
思
っ
た
以
上
に

負
担
に
な
り
ま
し
た
。

髙
桑　

私
が
理
事
長
を
務
め
る
高
齢
者
施
設

で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
こ
れ
ま
で
の

感
染
症
で
あ
れ
ば
、
陽
性
者
が
出
た
箇
所
を

区
分
け
し
て
対
応
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
す

が
、
コ
ロ
ナ
は
陽
性
者
が
出
た
時
点
で
、
施

設
全
体
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
利
用
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
職
員
の

コロ
ナ
明
け
の

時
代
を
ど
う
創
る
か

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
付
け
が
５
類
感
染
症
へ
と
移
行
し
、

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
生
活
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
福
祉
業
界
は

辛
く
苦
し
い
経
験
も
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
経
験
を
乗
り
越
え
よ
う
と
新

た
な
知
恵
や
希
望
も
多
く
生
ま
れ
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
験
を
忘
れ
ず
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、
今
号
よ
り
連
続
で

現
場
の
実
態
や
思
い
を
届
け
て
い
き
ま
す
。体

調
面
も
迅
速
に
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
、
大
変
で
し
た
。

櫛
田　

私
た
ち
の
法
人
が
運
営
す
る
子
ど
も

の
施
設
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
は
比
較
的
重

症
化
し
に
く
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
シ

ビ
ア
な
感
じ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も

高
齢
者
は
死
に
直
結
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
っ
た
の
で
、
高
齢
施
設
で
働
く
職
員

は
、「
感
染
さ
せ
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う

精
神
的
な
疲
弊
は
本
当
に
厳
し
か
っ
た
で
す
。

２
０
２
１
年
に
法
人
内
の
高
齢
施
設
で
ク
ラ

ス
タ
ー
が
発
生
し
た
と
き
は
新
聞
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
、
ま
る
で
そ
れ
が
悪
い
こ
と
で
あ

る
か
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
人
も
い
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
報
道
に
よ
る
、
職
員
の
精
神
的

な
ケ
ア
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

髙
桑　

私
た
ち
の
施
設
で
も
ク
ラ
ス
タ
ー
は

発
生
し
ま
し
た
。「
も
し
か
し
た
ら
自
分
も

感
染
す
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
不
安
を

肉
体
的
、
精
神
的
負
担
が

増
え
た
感
染
症
対
策

post-corona
world

コロ
ナ
禍
で
若
手
経
営
者
が

感
じ
た
葛
藤
と
希
望

第１回

抱
え
な
が
ら
も
、
陽
性
者
の
介
護
に
あ
た
っ

て
く
れ
た
職
員
た
ち
に
は
、
本
当
に
頭
が
下

が
り
ま
し
た
。

津
田　

職
員
の
子
ど
も
の
学
校
が
休
校
に

な
っ
た
時
の
対
応
も
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

学
校
が
休
校
に
な
る
と
、
ど
う
し
て
も
子
ど

も
が
い
る
職
員
は
休
ま
な
い
と
い
け
な
い
状

況
に
な
る
の
で
、
10
日
間
の
コ
ロ
ナ
特
別
休

暇
を
作
り
ま
し
た
。
迅
速
に
、
臨
機
応
変
に

新
し
い
ル
ー
ル
を
作
っ
て
い
け
た
の
は
良

か
っ
た
で
す
。

―
―
コ
ロ
ナ
禍
で
生
ま
れ
た
新
た
な
取
り
組

み
は
あ
り
ま
す
か
？

櫛
田　

新
た
な
取
り
組
み
と
い
え
ば
、
採
用

活
動
や
研
修
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
京
都
北

部
地
域
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
の
私
た
ち
に

と
っ
て
の
ハ
ン
デ
だ
っ
た
時
間
と
距
離
が
一

気
に
解
消
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
採
用
活
動
を
開
始
す
る
と
、
応
募
総
数
が

驚
く
べ
き
こ
と
に
前
年
度
比
で
２
倍
も
増
え

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
が
関
西
か

ら
の
応
募
で
し
た
が
、
全
国
か
ら
応
募
が
来

る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
大
き
な
変
化
で
す
。

　

研
修
に
関
し
て
も
、
専
門
性
を
よ
り
高
め

て
い
く
上
で
、
ほ
と
ん
ど
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
大
き
な
進
歩

で
す
。
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
使
い
分
け
る

こ
と
で
、
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
研
修
や
質

の
高
い
講
義
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

髙
桑　

櫛
田
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、

研
修
に
し
て
も
会
議
に
し
て
も
、
オ
ン
ラ
イ

ン
化
で
業
務
が
か
な
り
効
率
化
し
ま
し
た
ね
。

な
ん
で
こ
ん
な
簡
単
な
こ
と
に
今
ま
で
気
づ

か
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
不
思
議
な
感
じ

（
笑
）。
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
変
え
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
部
分
が
、
結
果
と
し
て
い
い
形
で
定

着
し
て
い
ま
す
。

津
田　

お
二
方
と
同
じ
よ
う
に
、
私
た
ち
の

法
人
で
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
研
修
が
好
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
時
間
が

取
れ
ず
、
な
か
な
か
研
修
が
受
け
ら
れ
な
い

状
態
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
な
っ
て
時
間
を
確
保
し
や
す
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
楽
し
く
、
積
極
的
に
研
修

に
参
加
す
る
職
員
が
増
え
、
職
員
自
身
の
学

び
に
す
ご
く
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
気
づ
い
た

効
率
的
な
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用

コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
分
か
っ
た

自
分
た
ち
の
仕
事
の
意
義

―
―
こ
れ
か
ら
の
福
祉
を
担
う
次
世
代
の
職

員
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

津
田　

保
育
士
は
喜
怒
哀
楽
を
表
情
で
子
ど

も
に
伝
え
て
い
く
こ
と
も
大
事
な
仕
事
で
す
。

表
情
が
見
え
る
か
ど
う
か
は
子
ど
も
の
言
語

の
発
達
に
も
関
わ
っ
て
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
は
保
育
士
が
マ
ス
ク
姿
で
表
情
が
分
か
り

に
く
く
、
給
食
の
時
に
「
モ
グ
モ
グ
し
て
食

べ
る
ん
だ
よ
」
と
言
っ
て
も
、
子
ど
も
に
伝

わ
り
に
く
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
あ

ら
た
め
て
表
情
が
見
え
る
か
ら
こ
そ
心
と

心
が
繋
が
る
ん
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
今
、

A
I
の
発
展
が
話
題
で
す
が
、
福
祉
の
仕

事
は
A
I
に
は
担
え
な
い
仕
事
だ
と
思
い

ま
す
。
心
と
心
の
繋
が
り
を
大
事
に
し
て
、

仲
間
と
一
緒
に
悩
み
な
が
ら
成
長
し
て
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
あ
た
た
か
い
社
会
に
つ
な

げ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

髙
桑　

私
た
ち
が
地
域
で
行
っ
て
い
る
体

操
教
室
や
認
知
症
カ
フ
ェ
と
い
っ
た
活
動

は
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
時
に
は

全
て
中
止
・
閉
鎖
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
介
護
予
防
支
援
対
象
で
あ
っ
た
高
齢
者

が
家
に
閉
じ
こ
も
り
、
そ
の
結
果
、
要
介
護

状
態
と
な
っ
て
し
ま
い
、
次
の
予
防
支
援
に

繋
げ
ら
れ
な
い
と
い
う
例
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
地
域
の
活
動
の
意
義
を
改
め
て
認
識
し

ま
し
た
。

　

地
域
に
ど
う
貢
献
す
る
か
、
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
問
題
を
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
い
か
に
関

わ
っ
て
い
く
か
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て
、

一
緒
に
問
題
解
決
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

櫛
田　

現
代
社
会
に
お
い
て
少
子
高
齢
化
は

大
き
な
問
題
で
す
。
私
た
ち
の
法
人
が
あ
る

北
部
地
域
と
な
る
と
、
そ
の
問
題
は
さ
ら
に

深
刻
に
な
り
ま
す
。
福
祉
の
力
で
地
域
を
活

性
化
さ
せ
る
の
は
魅
力
的
に
聞
こ
え
ま
す

が
、
相
当
な
知
識
と
行
動
力
と
覚
悟
が
必
要

で
、
一
朝
一
夕
で
結
果
が
出
る
簡
単
な
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
複
雑
・
多
様
化
す
る
地

域
課
題
を
ど
の
よ
う
に
筋
道
を
立
て
て
ど
う

解
決
し
て
い
く
か
、
常
に
向
上
心
を
持
っ
て
、

俯
瞰
的
な
視
線
も
持
ち
な
が
ら
、
一
つ
一
つ

の
ハ
ー
ド
ル
を
ク
リ
ア
し
て
い
く
や
り
抜
く

力
を
次
世
代
の
職
員
に
は
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
現
場
で
働
い
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
現
状
を
打
破
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

◇　

◇　

◇

　
次
号
で
は
、
社
協
や
地
域
活
動
に
お
け
る

コ
ロ
ナ
禍
で
の
取
り
組
み
と
、
今
後
の
展
望

を
特
集
し
ま
す
。

洛
西
永
正
福
祉
会

あ
ひ
る
が
丘
ぴ
よ
ぴ
よ
保
育
園
　

園
長
　
津
田
亜
希
子
氏

児童

み
ね
や
ま
福
祉
会

理
事
　
櫛
田
啓
氏

児童
障害
高齢

向
陽
福
祉
会

理
事
長
　
髙
桑
勝
氏

高齢
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京
都
府
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

利
用
者
等
か
ら
の
苦
情
を
適
切
に
解
決
す
る
た
め
、
助
言
、
相
談
、
調
査
等
を
行
い
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
の
権
利
を
擁
護
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
苦
情
・
相
談
の
状
況
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
初
回
（
新
規
受
付
）
苦
情

件
数
は
１
１
５
件
、
継
続
苦
情
相
談
数
は

６
４
０
件
で
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、
初
回
苦
情
件
数
は
や
や

減
少
し
た
も
の
の
、
継
続
苦
情
件
数
が
大
幅

に
増
加
し
た
た
め
、
総
受
付
件
数
も
大
幅
に

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

解
決
の
結
果
は
「
相
談
・
助
言
」
が
65
件
、

「
紹
介
伝
達
」
が
34
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

単
に
苦
情
先
事
業
所
や
他
機
関
へ
の
紹
介
伝

達
、
ま
た
傾
聴
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
申
出

人
の
思
い
を
踏
ま
え
、
内
容
を
整
理
し
た
う

え
で
、
双
方
の
調
整
を
図
る
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。

　

苦
情
内
容
は
、
前
年
度
と
同
様
「
職
員
の

接
遇
」
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
サ
ー
ビ
ス

の
質
や
量
」「
説
明
・
情
報
提
供
」の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。「
職
員
の
接
遇
」
で
は
、
利
用

者
や
家
族
に
対
す
る
対
応
や
言
葉
遣
い
が
主

な
申
し
出
の
内
容
で
あ
り
、「
サ
ー
ビ
ス
の

質
や
量
」
で
は
、
利
用
者
・
家
族
が
期
待
す

る
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
や
今
年

度
は
サ
ー
ビ
ス
停
止
に
伴
う
苦
情
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
利
用
者

に
対
し
て
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や

対
応
に
つ
い
て
、
普
段
か
ら
丁
寧
な
説
明
や

経
過
報
告
を
行
い
、
相
談
に
乗
る
な
ど
、
事

業
者
と
し
て
の
説
明
責
任
を
十
分
に
果
た
す

こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、「
権
利
侵
害
」
は
微
減
で
あ
り
、

関
係
行
政
機
関
に
連
絡
す
る
な
ど
必
要
な
対

応
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
回
苦
情
を
サ
ー
ビ
ス
分
野
別
で
見
る

と
、
近
年
、「
障
害
者
」
分
野
が
最
も
多
く

な
っ
て
お
り
、
全
国
的
に
も
同
様
の
傾
向
と

な
っ
て
い
ま
す
。
前
年
度
と
比
べ
て
「
高
齢

者
」「
障
害
者
」
分
野
が
減
少
し
て
お
り
、「
児

童
」
分
野
は
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
障
害
者
」
分
野
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

の
事
業
所
へ
の
苦
情
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
、
就
労
移

行
支
援
に
対
す
る
苦
情
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。「
高
齢
者
」
分
野
で
は
通
所
介
護
へ
の

苦
情
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
訪
問

介
護
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
へ
の
苦
情
や
相
談
も
増
え
て

い
ま
す
。「
児
童
」
分
野
で
は
、
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ
の
苦
情
が
最
も
多
く
、
保

育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
苦
情
も
増
え
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

◇

　

利
用
者
・
家
族
か
ら
の
苦
情
は
長
期
化
・

複
雑
化
し
て
お
り
、
解
決
が
困
難
な
事
例
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

本
委
員
会
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
苦
情
・

相
談
対
応
を
通
じ
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

の
権
利
擁
護
を
図
り
つ
つ
、
現
場
で
様
々
な

事
例
に
対
応
す
る
事
業
所
へ
の
支
援
を
充
実

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

◉ 

苦
情
の
受
付
・
解
決
に
つ
い
て

初回 継続苦情 問い
合わせ

来所 2 1

書面・電話
等 94 104

その他
（メール等） 19 8

合　計 115 640 113

高齢 障害 児童 その他 計
職員の接遇 13 30 8 6  57（49.6％）

サービスの質や量 9 4 2 0 15（13.0％）
説明・情報提供 3 5 3 0 11（9.6％）
権利侵害 2 6 1 0 9   （7.8％）
被害・損害 2 3 2 0 7   （6.1％）
利用料 0 1 1 0  2　（1.7％）
その他 4 6 2 2 14（12.2％）

合　計 33
（28.7％）

55
（47.8％）

19
（16.5％）

8
（7.0％） 115（100.0％）

◉ 

サ
ー
ビ
ス
分
野
別
件
数

◉ 
苦
情
内
容
に
つ
い
て

合計
115 件

上記のうち、福祉サービス利用援助
事業に関するもの（再掲）　2 件総受付件数 　868 件（昨年度実績496 件）

高齢者福祉
サービス
33 件（28.7%）

障害者福祉サービス
55 件（47.8%）

児童福祉
サービス
19 件（16.5%）

 精神
 35 件
（30.4%）

 知的
 10 件
（8.7%）

 身体
 10 件
（8.7%）

その他（社協・行政など）の
サービス 8 件（7.0%）

令
和
４
年
度
運
営
適
正
化
委
員
会

苦
情
・
相
談
実
績
に
つ
い
て

図１  サービス分野別件数  表２  初回苦情の内容表１  令和４年度　苦情・問い合わせ等

2 3

4 5

1

お願いします！お願いします！
よろしくよろしくよろしく
お願いします！

福祉人材・研修センター

福祉人材課 総務課

生活支援課 民生課・福祉資金管理室

所長  福井 敏行

井上 真次 村田 彩芽

小田原 彩華 渡辺 幸佳

今年度から京都府社会福祉
協議会に新たに仲間入りし
た 5 名を紹介します。

1. 社会福祉・地域福祉の仕事に８年ぶりに携わることにな
りました。福祉人材・研修センターでは、主に求職者や事
業者、施設職員を対象とした取り組みを進めています。当

1. 次世代の福祉人材確保を見据えた小中高生への福祉体
験や、外国人福祉人材の確保・定着支援などの取り組み
を担当しています。初めて経験することも多く、日々新

1. 地域の中で人と人とが相互に理解を深め合い支
え合える社会をつくる役割の一端を担いたいとの
想いがあり、志望しました。多くの方と出逢いつ

1. コロナ特例貸付をきっかけに府社協の存在を知り、人生
を変える大きな転機になりました。日々の業務で新しいこ
とに触れるたび、やりがいと周囲に支えられているありが

1. 学生時代のボランティア活動で熱意ある方々と出会
い、大きな影響を受けました。今後は、多様な立場の
人が協働できる場づくりや、福祉の魅力・課題を発信

令和５年度の新入職員を

１. 福祉への想い
（希望理由含めた府社協での抱負）
２. 気になる福祉のテーマと理由
３. 趣味・特技

センターの取り組みをまずは知っていただく、そして何より、現
場はもちろん、利用者や御家族、府民の皆様の視点や思いを常に
忘れず、丁寧に取り組んでいきたいと思います。

鮮な刺激を受けています。いろいろな方とのつながりやご縁を
大切にしながら、業務に励んでいきたいと考えています。どう
ぞよろしくお願いいたします。

2. コロナ前の日常や賑わいが戻ろうとしています。そ
うした中、介護や福祉の現場では、重症化リスクの高
い利用者の皆様や、そうした方々と身近に接する職員
への配慮が欠かせません。皆が安心して生活できるよ
うになるためにも、コロナ後の日常と福祉における感
染対策のバランスが求められると考えています。

2. 孤独死や DV、またいわゆる 8050 問題などで
誰にも相談できず苦しいというニュースを見るた
びにつらい気持ちになります。仕事の面ではもち
ろんですが、地域の一員としても自分に何ができ
るのか、しっかり考えていきたいと思っています。

3. 道の駅スタンプラリー。京都府、滋賀県、大阪府、
奈良県を制覇しました。愛知県と三重県もあと少し。
主に日帰りで、気楽に小型バイク（高速道路は走れま
せん…泣）で楽しんでいます。

3. 家庭菜園を始めて 10 年以上になります。水や
りを忘れたり、カラスに横取りされたりと失敗も
ありますが、収穫したての野菜で作った料理を妻
と二人でビールとともに味わうのが何よりの楽し
みです。

する仕事に携わりたいと思い就職しました。一人ひとりの困
りごとに寄り添いつつ、そうした生きづらさを生み出してい
る社会に目を向けられる職員になりたいです。日々の小さな
気付きを大切に、目の前の仕事に向き合っていきます。

2. 誰も取り残されない地域づくりです。特に、災
害が起きた時に自分で避難することが難しい人達
への支援に関心があります。日頃から地域の中で
孤立しないようつながりをつくることが災害時の
支えになると思います。そうした平時からの地域
づくりや、避難後も福祉的支援が継続して受けら
れる仕組みを考えていきたいです。

3. 海外の街歩き番組をよく観ます。その街で暮ら
している人達の日常を見るのが好きです。

ながる中で、多くの機会から学び多角的な視点を培う中
で、だれもが尊厳をもって生きることのできる、そんな
社会に尽力したいと思っております。

2.「公益事業の可能性」について関心があり
ます。前職で福祉に携わる中で、既存の制度、
サービスで対応できるものには限界があり葛
藤を感じる場面がありました。公益事業で、
地域や社会の実状に合わせた福祉の活性化を
図り、だれもが自分らしく安心して生活する
ことのできる地域社会になればと思うからで
す。

3. 趣味は旅行です。その土地の美味しいもの
を食べたり、絶景を見に行くことが好きです。

たさを感じています。福祉業界の経験がなくまだまだ未熟な身で
はありますが、広い視野を持つべく、一歩一歩を着実に積み重ね
ていきたいと思っています。何卒よろしくお願い申し上げます。

2. 新型コロナウィルスの新規感染者数こそ減りつつあ
りますが、未だに元通りの生活を送れていない方々が
大勢おられます。どのように困っている人と接し、つ
ながりを作るか。何に困り、何を必要とし、どうすれ
ば今よりよい生活を送れるか。杓子定規に考えるので
はなく、寄り添いながら解決への糸口を探せるよう、
学び、考えていきたいと思っています。

3.食べることが大好きです。好き嫌いはありませんが、
特に麺類が好きです。食べ過ぎてしまった時は学生時
代に習った舞楽で運動しています。
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ふくしびと 京都府内で福祉の現場で働く人たちの熱い想い、メッセージを生の声でお届けします。
夢中！
熱中 !

島
し ま だ

田 翼
つ ば さ

さんセラピスト

自
分
の
専
門
性
を
高
め
、

子
ど
も
と
家
族
の
支
援
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い

　
「
大
学
と
大
学
院
で
心
理
学
を
専

攻
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
人
の

援
助
に
関
わ
る
心
理
学
を
勉
強
し
て

い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ゆ
く
ゆ
く
は

学
ん
だ
専
門
性
を
活
か
せ
る
現
場
で

働
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」
と

話
す
島
田
翼
さ
ん
。
る
ん
び
に
学
園

に
入
職
し
て
９
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

現
在
、
学
園
に
は
約
20
人
の
子
ど

も
が
入
所
し
て
お
り
、
島
田
さ
ん
は

そ
の
子
た
ち
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
大
人
の
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
で
あ
れ
ば
、
困
り
事
や
訴

え
を
自
分
の
言
葉
で
伝
え
ら
れ
ま
す

が
、
子
ど
も
は
言
葉
の
力
が
拙つ

た
な

く
、

自
分
の
感
情
の
伝
え
方
が
わ
か
ら
な

く
て
、
問
題
行
動
や
不
適
応
を
起
こ

し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
島

田
さ
ん
は
子
ど
も
た
ち
の
言
葉
に
な

ら
な
い
表
現
を
汲
み
取
り
、
混
乱
し

た
感
情
状
態
を
整
理
し
、
支
援
を
し

て
い
ま
す
。

　
「
実
際
現
場
で
働
く
と
、
教
科
書

通
り
に
い
か
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
の
子
ど
も
が
い

る
の
で
、
そ
の
子
の
個
性
に
合
わ
せ
、

ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
を
変
え
、
そ
の

子
が
何
を
伝
え
た
い
の
か
が
わ
か
る

と
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
」

　

少
し
の
興
味
で
飛
び
込
ん
だ
福
祉

の
世
界
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
に
触
れ
る
こ
と
で
元
気
を
も
ら

い
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
せ
て
い

る
と
話
す
島
田
さ
ん
。

　
「
専
門
性
を
よ
り
高
め
て
、
子
ど

も
の
支
援
だ
け
で
な
く
、
家
族
の
支

援
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
」

【施設名】（福）るんびに苑 るんびに学園 綾部こどもの里
【場所】京都府綾部市十倉中町米谷 16
【URL】https://lumbini-ayabe.or.jp/
【TEL】 0773-46-0543【FAX】0773-46-0544

◆この職場を選んだ決め手は？

◆職場のいいところ

◆休日の過ごし方

現場実習でここに来たとき、職員のみな
さんがすごくよくしてくれたので、一緒に働
きたいと思いました。

職員のみなさんがすごくエネルギッシュ！　
子どものために、という思いを持っている
ので、私も触発されています。

子どもが２人いるのですが、一緒に遊ん
でリフレッシュしています。

社会福祉法人 るんびに苑
児童心理治療施設るんびに学園

しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。

スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！

ホームページでも内容を紹介しています
https://www.fukushihoken.co.jp

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、サイバー保険、
動産総合保険、費用・利益保険）

施設利用者の補償プラン22 （普通傷害保険）

❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❷ 個人情報漏えい対応補償　 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額

❶ 入所型施設利用者の傷害事故補償
❷ 通所型施設利用者の傷害事故補償
❸ 施設送迎車搭乗中の傷害事故補償

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

身体賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●施設の医療事故補償
　　　　　　•医務室の医療事故補償

•看護職の賠償責任補償
●オプション３ ●施設の借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償
●オプション５ ●施設の感染症対応費用補償

保険期間１年

❶ 職員の労災上乗せ補償　
使用者賠償責任補償

❷ 役員・職員の傷害事故補償

職員等の補償プラン33
（労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険、雇用慣行賠償責任保険）

法人役員等の補償プラン44 （役員賠償責任保険）

1事故10万円限度 1事故10万円限度

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

❸ 役員・職員の感染症罹患事故補償
❹ 雇用慣行賠償補償

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

休業補償から各種対応費用までワイドな安心
❶休業や縮小営業による収益減少はもちろん、収益
　減少を防止・軽減するための人件費なども補償
❷消毒・清掃費用や自主的なPCR検査費用など、
　かかった費用を幅広く補償
❸感染症対応特別費用で定額20万円を早期に受取り

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

（SJ22-12033から抜粋）

令和５年度
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京都府社会福祉協議会からのお知らせ

京都府福祉業界最大級の合同就職説明会です。ぜひご参加ください。

7月17 日（月・祝）日 程 12：30 〜13：00　業界研究セミナー
13：00 ～16：30　合同就職説明会

時 間 京都市勧業館「みやこめっせ」　3階
（地下鉄東西線「東山駅」より徒歩約８分 )

会 場

※新型コロナウイルス感染症への予防対策を実施します

※学部・学年問わず、福祉に興味のある方大歓迎！
学生（2024年・2025年卒業予定者等）　

 一般求職者（未経験者も大歓迎）

対 象 福祉人材課（京都府福祉人材・研修センター）
TEL　075-252-6297
 HP　https://fukujob.kyoshakyo.or.jp

お問合せ

©中央共同募金会

本紙は、共同募金の配分金に
よってつくられています。

●本会へのご意見等は、下記URLの「お問合せフォーム」を通じてお寄せください。
　https://www.kyoshakyo.or.jp 京都府社協 検索

 ＦＵＫＵＳＨＩ就職フェア　ＫＹＯＴＯ

予約不要・参加無料 入退場自由

大
韓
民
国 

行
政
安
全
部
の

　
　
　
　
　
　
視
察
に
つ
い
て

　

５
月
23
日
（
火
）
に
、
大
韓

民
国
の
行
政
安
全
部
よ
り
20
名

が
京
都
府
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
視
察
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
本
で
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
京
都
府
災
害
ボ
ラ

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
専
任
職
員
か
ら
説

明
を
行
う
と
と
も
に
、
過
去
に

京
都
府
内
で
発
災
し
た
水
害
や

被
災
地
支
援
活
動
の
パ
ネ
ル
を

見
な
が
ら
、
現
地
で
の
活
動
や

手
順
な
ど
も
説
明
し
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
各
種
団
体
と

の
連
携
・
協
働
や
人
材
育
成
研

修
内
容
な
ど
の
質
問
が
あ
り
関

心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
京
都
府
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

様
々
な
団
体
と
つ
な
が
り
を
深

め
な
が
ら
、
災
害
に
も
強
い
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

令和 5 年 2 月 27 日　『アフラック近畿法人アソシエイツ会』様　40,000 円
令和 5 年 5 月 1 日　　『株式会社アミパラ久御山店』様　300,000 円
令和 5 年 5 月９日　　『令和 5 年 3 月 26 日開催京の活動写真
　　　　　　　　　　  下鴨映画祭ご来場者有志』様　50,000 円

ご寄付ありがとうございました。
ご芳志の趣旨に沿い活用させていただきます。

現在、募集中の研修は
右記二次元コードよりご覧ください。
https://www.kyoshakyo.or.jp/
topics/boshyu

研修課ではさまざまな研修を企画・実施中です。
令和５年度に実施予定の研修は
右記二次元コードよりご覧ください。
https://www.kyoshakyo.or.jp/
topics/boshyu/2952


